
 

  

令和７年度 学校評価報告書（目標設定） 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 

具体的な方策 評価の観点 

１ 
教育課程 
学習指導 

①  社会の変化に

対応できる確

かな知識と技

能を身につけ

るための教育

課程を編成す

る。 

 

 

 

 

②ＤＸ社会に対応

できる、独創

的 な 創 造 力

と、自ら課題

を発見し解決

するための思

考 力 ・ 判 断

力・表現力等

を育成する教

育システムを

開発する。 

①社会の変化に
対応できる基
礎・基本的な
知識と技能の
定着と、確か
な学力を育成
する方策の充
実を図り、全
校生徒が１人
１個以上の資
格取得を目指
す。 

② Ｉ Ｔ ツ ー ル
（一人一台端
末・学校端末
等）を使いこ
なす技術を養
う授業づくり
に取り組む 

 

①生徒に随時資格
案内や講習会を
行うことで、意
識 の 向 上 を 図
る。 

 
 
 
 
 
 
 
②ＩＴツールを活
用した授業実践
例の実践報告・
情 報 交 換 を 行
う。 

 
 

①全校生徒の何割が
資格を取得したか
を 12月にアンケー
ト調査を行う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
②ＩＴツールを活用
した授業づくりが
昨年度比で増加さ
せることができた
か、教職員のふり
かえりアンケート
にて検証する。 

 

２ 
生徒指導・ 
支援 

①安全・安心な学

校生活が送れるよ

うに支援するとと

もに、個に応じた

教育相談体制の充

実を図る。 

 

 

 

②部活動の活性化

と生徒の自立に

向けての取り組

み の 充 実 を 図

る。 

①生徒の課題や
支援を行うた
めに生徒支援
と生活指導が
連携をして教
育相談体制な
らびに子供の
課題を早期に
発見する組織
作りを行う。 

②部活動への興
味関心を持つ
ように、全校
生徒に各部の
活動が見える
ようにする。 

①実施していたコ
アミーティング
やサポートドッ
クの運用方法や
実施方法を組織
として改善を行
い職員間の共有
を深める。 

 
 
②連盟の大会へ積
極 的 に 参 加 す
る。体育祭文化
祭などの学校行
事においては部
活動に役割を与
え、積極的に参
加する機会を与
える。 

①どのような生徒が
ＳＣ・ＳＳＷに繋
がったか、またど
のように外部機関
につなげることが
できたか分析・検
討を行う。 

 

 
②各種連盟の大会や
体育祭や文化祭な
どの様々な学校行
事に積極的に参加
できたか。 

 

３ 
進路指導・ 
支援 

①生徒が自己の在
り方生き方を考
え、主体的に進
路を選択するこ
とができるよう
に計画的、組織
的なキャリア教
育を行う。 

②個々の進路希望

実現に向けた

支援をする。 

①  生 徒 が 自 ら
の キ ャ リ ア
形 成 を 踏 ま
え た 進 路 指
導 を 組 織 的
に行う。 

 
 
②個々の進路希
望実現に向け
た 支 援 を す
る。 

①  各種進路活動
を通じて自ら
のキャリア形
成を考え、進
路選択ができ
る よ う に す
る。 
 

②個々に対して進
路希望実現のた
め の 支 援 を 行
う。 

①  キャリア教育の
育 成 が で き た
か。 
 
 
 
 
 

②就職希望者の就職
内定率 100％、進
学希望についても
適切に指導できた
か。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 

具体的な方策 評価の観点 

４ 
地域等との 
協働 

①社会に貢献する

独創的な発想を

有する生徒を地

域とともに育成

する環境を構築

する。 

②地域が有する教

育資源を有効に

活用することに

より、地域を支

える人材として

求められる素養

と実践力を身に

付けさせる。 

①社会に貢献す

る独創的な発

想を有する生

徒を地域とと

もに育成する

環境を構築す

る。 
 

①地域・関係機関
等 と 連 携 を 図
り、地域連携に
係る行事を通し
て生徒が主体的
に学習成果を発
表する。 

① 各 種 行 事 後 に 生
徒・地域からアン
ケートをとり、満
足度が行事前より
上 が っ た か 。 ま
た、アンケートか
らの課題について
十分に分析・整理
できているか。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①一人ひとりの職

員が学校マネジ

メントの視点や

能 力 を 身 に 付

け、各グループ

が主体となり、

業 務 の 省 力 化

や、新たな分野

の業務を遂行す

る組織体制を構

築する。 

 

②地震や水害に対

する地域の特性

に合わせた防災

体制の充実を図

る。生徒・職員

の防災意識を高

めさせ、安全で

安心な防災環境

を整える。 

①不祥事のない

職場づくりを

目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

②地震や水害等

が起きた際の

職員の防災体

制の検討や授

業等で行って

いるものづく

りの技術を通

じて生徒や地

域が主体とな

り防災意識を

高めていける

よう推進して

いく。 

①研修等を通じて

各自が自分事と

捉えて不祥事の

未 然 防 止 を 図

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 

②生徒にＤＩＧを

体 験 す る こ と

や、防災に関わ

るものづくりを

取り組ませるこ

とで、地震・水

害等の防災意識

を高めさせる。 

①各自が自分事とし

て不祥事防止に取

り組むことができ

たか。 

 

 

 

 

②ＤＩＧやものづく

りを通して防災意

識が高まったか。 

 

 


